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1．研究の背景と意義  

著者は、IT企業へのインターンシップ参加の体験や福

祉関連書籍を通して、ITが福祉分野へ参入し新たなサー

ビスが展開されているという現状を認識した。福祉の中で

も、介護分野に ITが導入され始めたのは 1990年代以降と

いわれている。近年介護の在宅化や超高齢社会に伴う介護

サービス利用者の増加等による、ケアマネジャー（ケアマ

ネジメント業務の従事者）の業務負担や人材不足の現状に

関心を持った。それらケアマネジャーが抱える課題解決に

ITを活用する可能性に着目した。 

2．研究目的・方法 

本研究の目的は、第１に国内でのケアマネジメントにお

ける業務や制度の変化をまとめ、そこからケアマネジメン

トが抱える現状の課題点を導き出すことである。第 2にケ

アマネジメントの IT活用の現状から、ケアマネジメント

に ITを導入することの必要性を明らかにすることである。

第 3に今後の ITケアマネジメントの可能性を示すことで

ある。 

研究方法として、文献調査によって介護保険制度及びケ

アマネジメント業務について現状を分析し、そこからケア

マネジメントが抱える課題点を導き出す。事例研究によっ

て、実際に行われている介護現場での IT活用事例、ケア

マネジメントにおける IT活用事例についてまとめていく。

さらに、ケアマネジメント業務を支援する ITソリューシ

ョンを提供している IT企業へのヒアリングを実施する。 

3．研究結果・考察 

本研究のテーマであるケアマネジメントとは、「福祉的

支援・サービスを必要としている利用者の心身状態や生活

背景等を考慮し介護支援を行うための専門技術」（日本介

護支援専門員協会「利用者が自分らしく豊かに生活するた

めのケアマネジメント」平成 24年 3月）である。国内で

は 2000年以降、介護保険上のケアプランを策定する際の

手法として活用されてきた。本研究の結果、ケアマネジメ

ントが抱える現状の課題点として、3点が明らかとなった。

まず第 1に、ケアプランの監査・指導の不透明性によるプ

ランの不平等性である。第 2に、医療機関やサービス担当

者等との連携や連絡調整の負担についてである。第 3に、

ケアマネジメント業務プロセスにおいて、机上の作業の負

担が大きいことやトラブルへの対処に手間や時間がかか

るという点である。ケアマネジメントは介護サービス利用

の始まりから終結までに携わるマネジメント業務である

にも関わらず、効率化されていないという現状が分かった。 

次にケアマネジメント業務における IT活用事例につい

て調査行った結果、2点が明らかとなった。第 1にケアマ

ネジメント業務と実際の介護現場では、IT を導入する目

的が異なるという点である。介護現場では職員の人材不足

や、肉体的な作業負担等の課題点を IT活用により効率化

しようとする事例が多く存在する。一方ケアマネジメント

においては、出先業務や机上での記録作業など、業務工程

の多いケアマネジャーの負担を効率化することを目的と

して ITが活用されていることが分かった。ケアマネジメ

ントに ITが導入されることは、ケアマネジャーがケアプ

ラン作成やモニタリング業務に専念しやすくなり本来の

介護サービスの質向上が期待できる。第 2にケアマネジメ

ントにおける IT活用は、実際の介護現場に比べ導入が遅

れているという現状である。記録作業の電子化は行われて

いるが、出先業務や事務作業の効率化等については未だ弱

いということが分かった。 

研究によって判明した点を踏まえ、介護支援サービスの

根幹をなすケアマネジメントの業務を ITの活用によって

効率化することを、IT ケアマネジメントというキーワー

ドに設定し本研究の主張である今後の ITケアマネジメン

トの可能性を導き出した。今後の ITケアマネジメントで

は、在宅介護の現場で中心的な存在となりうるケアマネジ

ャーにこそ、それぞれの業務を 1つの ITシステムによっ

て連携を強化していくことが必要ではないかと考える。ケ

アマネジメントが抱える現状の課題を解決しつつ、本来の

マネジメント分野こそが ITの繋がりによって強化される

ことは、介護サービス全体の質向上に効果があるといえる。 

4．結論 

介護分野では業務の各工程に ITシステムが介在してお

り、作業の効率化や省力化されている効果が見受けられた。

しかし個々の部分に ITが投入されることによるメリット

以上に、業務全体の視点での連携が、IT によって実現す

ることが今後重要である。介護現場で介護サービスのサイ

クルの中心的存在となるケアマネジャーの業務にこそ、IT

活用による業務全体の連携が必要不可欠である。本研究に

よって導き出した今後の ITケアマネジメントの可能性が

これからの介護サービスの更なる向上につながると考え

る。他方、本研究で残された課題は、導入が伸び悩んでい

る ITケアマネジメントが全国に波及していくための方策

を示すことである。 


